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日本藻類学会

日本藻類学会は昭和27年に設立され， 藻学に関心をもち， 本会の趣旨に賛同する個人及び団体の会員からな

る。本会は定期刊行物「藻類」を年4回刊行し，会員に無料で頒布する。普通会員は本年度の年会費7，000円(学

生は5，000円)を前納するものとする。団体会員の会費は12，000円，賛助会員の会費は l口20，000円とする。

入会，退会，会費の納入および住所変更等についての通信は 113東京都文京区弥生2-4-16I学会センタービ

ル内」日本学会事務センター宛に，原稿の送付は 184東京都小金井市貫井北町4-1-1東京学芸大学生物学教室内，

日本藻類学会編集委員会宛に，また，庶務一般およびバッグナンバ一等については， 305茨城県新治郡桜村天王台

1-1-1 筑波大学生物科学系内，日本藻類学会宛にされたい。

The Japanese Society of Phycology 

The ]apanese Society of Phycology， founded in 1952， is open to all who are interested in any 

aspect of phycology. Either individuals or organizations may become members of the Society. The 
]apanese ]ournal of Phycology (SORUI) is published quarterly and distributed to members free of 

charge. The annual dues (1985) for overseas members are 8，500 Yen (send the remittance to the 

Business Center for Academic Societies Japan， 4-16， Yayoi 2・chome，Bunkyo・ku，Tokyo， 113 Japan). 

Manuscript for publication should be submitted directly to the Editor-in-chief， Prof. H. Kobayasi， 
Department of Biology， Tokyo Gakugei University， Nukuikita-machi 4-1-1， Koganei-shi， Tokyo， 184 

Japan. Claims for missing issues should be sent to the Japanese Society of Phycology， c/o Institute 
of Biological Sciences， University of Tsukuba， Sakura-mura， Ibaraki-ken， 305 Japan. 
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一日本藻類学会ワークショップ開催についてー

日本蕊類学会会則には， 学会の 目的として， 藻学の 深めること になり， 今後の藻学の発展のために誠に有

進歩普及を図り， 併せて会員相互の連絡並に親睦を図 意義なこと と思います。

ること(第2条)，そのために藻類に関する研究会，講 このよ うな観点から，事務局では，来春の第10回大

習会，採集会等の開催 (第3条2項)を行うことが う 会を機に日本務類学会主催のワ ークショッ プ開催を企

たわれています。 しかし，現在，大会，講演会，シン 闘しました。ワークショップには，研究会 ・講習会 ・

ポジ ウムおよひ‘懇親会以外にはこのような活動は行わ 採集会あるいはそれらを複合した形などが考えられま

れておらず， 所属機関の異なる会員が連れだ って野外 す。 たと えば海蕊の採集と分類同定法，珪藻の試料処

に出たり， 実験 ・観察を行う機会は殆どないと申せま 迎と分類同定法，藻類の分離 ・培養法，藻類の電子顕

す。現在日本の藻学の分野には多くの若い研究者が育 微鏡試料作製・ 観察法，鐙光顕微鏡の藻類研究への応

ちつつあり，こ のような人達の間から， 大会以外に， 用 ・観察法，教材としての藻類の利用法などがあると

異なる機関に所属し 異なる研究分野をもっ会員がー 思います。今回は下記のよ うに， 筑波地区に点在する

堂に会し，野外や実験室で採集や観察を行う級会はも 大小の湖沼における淡水漢の採集と実験室における観

てないものかとい う声が頻 りであります。 近年，藻類 察と分類 ・|可定のためのワ ークショッブ。を企画いたし

研究の技術は飛躍的に進歩し，また対象とする藻若干や ました。今後は会員諸氏の希望を募り，それに沿った

研究分野も細分され多岐にわたっています。 このよ う テーマでワー クショップを実施したらと考えます。学

な状況を考えますと き，特に講習会 ・採集会の実施は， 会事務局あて，ご意見，ご希望をお寄せ下さい。

藻類研究の情報や技術の交換に加えて，会員の親陵を

一日本薬類学会ワークショ ップのお知らせ一

下記の要領により ワークショップを開催します。参 ⑥参加費 3，000円。 採集交通費，資料作製費，消耗品

加者を募集します。 資その他にあてます。

①テーマ 淡水藻類の採集 ・分類同定法 ⑦宿 泊 p.346を参考に して各自予約して下さい。

②期 日 昭和61年3月31日 (月)午後4時(第10回 ③定員・参加資格など

大会終了後)-4月2日(水)正午 定員は30名。 参加者の年齢 ・研究歴等は問

③講 師 秋山優(島根大)，高橋永治(神戸大)， IU いませんが，藻類の研究を志す学部，大学

岸高庇(日本大)，渡辺真之(科博) 院の方々の参加を歓迎します。

@日程と内容 (予定) ⑨申し込み 電話で参加予約した うえで， 参加費を現

3月31日(月)，大会終了後集会，淡水藻の 金書留で下記へお送 り下さい。

分類の概要の講義と採集時の注意 4月1 〒305茨城県新治郡桜村天王台 lの1の1

日(火)， 9時-12時，筑波地区の湖沼での 筑波大学生物科学系

淡水糸状藻と植物プランク トンの採集，笑 原慶明または井上勲

地指導，13時-17時，室内観察 ・分類同定 TEL. 0298-53-4533 

の講義 4月2日(水)，室内観察のつづき ⑮申込み・参加費納入締切り

と同定法 ・培養法の実地指導， 12時解散. 申込みは61年2月20日まで，参加費の納入

⑤会 場筑波大学(詳細は大会会期中に掲示します) は3月10日とします。



日本藻類学会第10回大会のお知らせ

昭和61年度日本藻類学会第10回大会を下記の要領で

開催します。藻類に関係のあるあらゆる分野の研究に

ついての発表を広く歓迎します。所属機関長への出張

要議等の文書などご入用の方はご遠慮なく大会準備委

員会まで宛先を明記してお申 し込み下さい。

今回は日本E菜類学会が独自に大会を開催して10年目

にあたります。これを記念して例年の口頭 ・展示発表

による一般講演に加えて，カリフォノレニア大学 (パー

クレー)の P.C.SILVA 博士による特別講演を予定し

ています。また大会終了後に日本務類学会ワ ークショ

ップとして淡水藻類の採集と同定の講習会を企商して

います (裏面参照)。奮ってご参加下さい。

(1) 期 日 昭和61年3月 30 日(日 ) ~3月 31 日(月)

(2) 会 場 筑波大学 〔国鉄常盤線土浦駅下車，

関東鉄道パス②番より「筑波大中央」もしくは「高

エネルギー研」 行で筑波大中央下車 (40分，料金490

門) または荒川沖駅下車，関東鉄道パス 「筑波大中

央」行で終点下車 (30分，料金450円)，徒歩3分。〕

自家用車の場合は大学』ド央守衛所で登録ののち所定

の場所に駐車して下さし、。

(3) 研 究 発 表 発表形式は口頭発表と展示発表とし

ます。 口頭発表は l演題につき討論を含め15分を予

定しています。展示発表は原則として大会期間中と

し，f>ii者はポスターの育i]で、決められた|時間に説明と

質疑応答を行う ことになります。

μ) 参加申込み 講演の有無にかかわらず，大会に参

加を希望される方は，同封の振替用紙にてお申 し込

み下さい。参加費は 2，000門です。懇親会 (3月30

日夜開催)に出席希望の方はさらに会費 2，000円を

添えてお送 り下さL、。

(5) 講演申込み 講演ご希望の方は， 氏名(共同の場

合は演者に。印)，所属，題名，要旨 (A4400字詰

原稿用紙使用，題名共に600字以内)を添えて大会

準備委員会までお申 し込み下さし、。

本大会では発表形式が 2通 りになっています。ご

希望の発表形式を，I口頭」あるいは 「展示」と，要

旨1枚目の原稿用紙の右上側外に朱記して下さい。

記入のない場合は大会本部で振 り分けさせていただ

きます。

(6) 発表 方法 口頭発表の場合 :図 ・表はすべて35

mmスライ ドに限 ります。ス ライド枠には，下図の

ように 講演者氏名， 講演番号 (大会 プロ グラムに

記されているもの)，スライド総枚数，I決写I1領序，上

辺マークを記入 して下さL、。 同ーの図，表をく り返

し映写する場合は，それに見合う汝数をど用意下さ

L 、。

展示発表の場合 :大会本部ではl演題につき幅180

cm，高さ 90cm (市販の模造紙2枚分の大きさ)の

展示板を用意します。その他の展示用具は各自で準

備して下さL、。ポスタ ーのJh'i付にはセロハンテープ

またはマグネット鋲を使用して下さい (i国鋲は使用

できません)。デザインや展示方法は自由ですが，上

記の大きさに合わせたポスタ ーを前もって作成し，

ご持参下さい。なおポスタ ー作成にあたっては以下

の点にご留意下さい。 i)表題は高さ 5cm以上の

大きさの文字を使用する，ii)説明文は高さ 1cm以

上の文字を使用し，文章は必要最小限にと どめ，図，

表，写真等との対応が明瞭になる よう配慮する，iii) 

演者の氏名，所属を明記し，演者の顔写真 (キャ ビ

ネ判大)を貼付するのが望ま しし、。ポスタ ーの貼付

はできるだけ 3月29日(大会前日)の午後3時から

6f時の聞にすませるようお願いします。やむ得ず大

会当日に貼付の場合は， 30日午前9時までにすませ

るように して下さL、。

(7) 宿 泊 案 内 宿泊施設は p.346のリ ストを参照

の上，各自でお申 し込み下さい。

(8)大会参加申込み・ 講演要旨締切り 昭和57年 1月

20日

(9) 申込先 ・要旨送り先

〒305茨城県新治郡桜村天王台 1の1の1

筑波大学生物科学系内 日本藻類学会第10回春季

大会準備委員会。 j辰醤宇都宮 1-33412

電話 0298-53-4533

スライド総枚数

映写j順序

15 

B 
巳コにコ

講演番号 講演者名

ーー黒〈塗りつぶす

(上辺マーク)




